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海外機関 日本機関 海外機関 日本機関 海外機関 日本機関 海外機関 日本機関 海外機関 日本機関 海外機関 日本機関
講演者（非OIST） 9 1 8 18 10 1 2 13 9 1 10
講演者（OIST） 1 1 4 1 5 2 2
チューター（非OIST） 7 1 8
チューター（OIST）
参加者（非OIST） 5 1 9 15 24 5 29 8 2 10
参加者（OIST） 5 5 6 6
聴講者（非OIST） 1 1 2 5 5
聴講者（OIST）

合計 15 2 24 41 41 6 8 55 22 2 1 8 33

 
海外機関 日本機関 海外機関 日本機関 海外機関 日本機関 海外機関 日本機関 海外機関 日本機関 海外機関 日本機関

講演者（非OIST） 11 2 13 10 4 14 12 1 2 25 40
講演者（OIST） 1 1 1 1 1 1
チューター（非OIST）
チューター（OIST）
参加者（非OIST） 17 3 20 10 2 25 37 5 1 15 21
参加者（OIST） 1 2 3 5 5 2 8 10
聴講者（非OIST）
聴講者（OIST）

合計 28 5 4 37 20 2 35 57 17 4 2 49 72

 
海外機関 日本機関 海外機関 日本機関 海外機関 日本機関 海外機関 日本機関

講演者（非OIST） 6 2 8 4 3 5 12
講演者（OIST） 1 1 2 1 1
チューター（非OIST）
チューター（OIST）
参加者（非OIST） 14 1 3 8 26 1 1 5 7
参加者（OIST） 10 10 1 1
聴講者（非OIST）
聴講者（OIST）

合計 20 2 3 21 46 5 3 1 12 21

平成21年度　国際ワークショップ参加者数

国際ワークショップ
「ガルーダ・ワン」

外国人 日本人
合計

国際ウィンタースクール
「生物複雑系の進化コース2009」

外国人 日本人
合計

合計

国際サマースクール
「沖縄計算神経科学コース2009」

国際ワークショップ
「強化学習の脳神経メカニズムと
注意欠陥多動性障害（ADHD）」

国際ワークショップ
「第4回分裂と停止の細胞制御」

国際ワークショップ
「網膜：神経幹細胞と光受容体の変性」

合計
日本人

合計
外国人 日本人外国人

外国人 日本人

国際ワークショップ
「DNAトポロジー」

合計

 

合計

国際ワークショップ
「量子力学の基礎と応用」

外国人 日本人

外国人 日本人外国人 日本人
合計
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The Progress of the Discussions about the Purpose of Establishment of OIST 
 
 

The OIST SC Establishing Members 
 
 

The Establishing Members discussed the purpose of establishment of OIST. The 
points on which the Establishing Members agreed are summarized as follows. 
 

 

（１）Educational and research organization  
・ The Graduate University has only a single graduate school (Graduate 

School of Science and Technology (Kagakugijutsu-Kenkyuka in 
Japanese)) and a single major (Major of Science and Technology 
(Kagakugijutsu-Senkou in Japanese)) so as to encourage multidisciplinary 
and integrative education and research. 

 
（２）Curriculum 

・ The Graduate University has only a single five-year integrated doctoral 
program, and will not accept students whose objective is to obtain a 
master’s degree. 

・ Students who have received a master’s degree at another university may 
be granted transfer admission and be allowed to take a reduced number of 
lecture courses and lab rotations, so that they may start their doctoral 
thesis research sooner. 

 
（３）Number of students and internationality 

・ After the opening of the Graduate University, initially, the Graduate 
University will accept about 20 students every academic year with about 
50 faculty members (total student enrollment number: about 100). 

・ Education and research will be conducted in English. 
・ At least half of the students and faculty members are projected to be 

non-Japanese. 
・ Student recruitment and admission procedures of applicants will be further 

studied in a tangible manner. 
 

（４）Academic degrees conferred 
・ The degree title is Ph.D., Doctor of Philosophy (Hakase (Gakujutsu) in 

Japanese), which is commonly used in graduate universities that conduct 
multidisciplinary education and research in science and technology. 

 
（５）Financial support, etc. 

・ Student financial support measures, including its financial resources, will 
be further studies in a tangible manner with reference to a common 
practice at many of the best in the world graduate universities in science 
and technology, such as Rockefeller University. 

 

(６) Opening  

・ The opening (student enrollment) of the Graduate University will be in 
September 2012. 
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大学院大学設置の趣旨等の検討状況について 

 

沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 

 

沖縄科学技術大学院大学学園設立委員は、大学院大学設置の趣旨等について

検討を行った。設立委員の合意を得たものについては、以下のとおり要約でき

る。 

 

 

（１） 教育研究組織 

・ 融合的・学際的な教育研究を促進するために、一つの研究科（科学

技術研究科）、一つの専攻（科学技術専攻）のみを置く大学院大学

とする。 

 

（２） 教育課程 

・ ５年一貫制の博士課程のみを置くこととし、修士号取得を目的とす

る学生は受入れない。 

・ 他の大学で修士号を取得した学生については、講義科目、ラボロー

テーション科目数の減免を認め、途中年次への編入学を認めた上で、

博士論文作成に従事することができる。 

 

（３） 学生数、国際性 

・ 開学後の初期段階では、５０人規模の教授陣で、毎年約２０名の学

生を受入れる（収容学生定員は約１００名）。 

・ 教育研究は英語で行う。 

・ 学生、教員の半数以上は外国人となることを想定。 

・ 学生の募集・選抜方法については、今後更に具体的な検討を進める。 

 

（４） 授与する学位 

・ 学際的な科学技術分野の教育研究活動を行う大学院大学で多く使

用されている「博士（学術）」を学位の名称とする。 

 

（５） 経済的支援等 

・ 学生への経済的支援措置等について、ロックフェラー大学等、学際

的な科学技術分野の世界最高水準の大学院大学等が標準で実施し

ている実例を踏まえつつ、財源も含めて今後更に具体的な検討を進

める。 

 

(６) 開学時期 

・ 開学（学生入学）時期については、平成２４年９月とする。 
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添付資料 #16-1 

 

沖縄科学技術大学院大学の学長選考プロセスについて 

 

１. 平成 20 年より、沖縄機構運営委員会において選考委員会を立ち上げ、有馬・ヴィーゼル

共同議長の下、学長選考の準備を開始。 

 

２. 本年 3 月、学長選考に係るスケジュール管理と必要な調査等を実施するため、沖縄機構

において、人材調査会社であるエゴン・ゼンダー・インターナショナル社（EZI 社）を入札に

より選定。 

※学長選考における人材調査会社の活用は、海外の有名大学等では一般的に行われている。 

 

３. 平成 21 年 7 月の沖縄科学技術大学院大学学園法の成立を受け、同年 8 月より、ネイチ

ャー、サイエンスといった世界的な学術雑誌や機構のホームページを通じ、学長予定者

の公募を開始し、世界中の著名な研究所、大学における候補者合計 160 名をリストアッ

プ。設立委員の指導の下で、ＥＺＩ社が候補者について徹底した調査を実施し、優先順位

付け。 

（主な人材発掘方法） 

(1) 一般公募（ネイチャー、サイエンス等の掲載公募） 

(2) 運営委員／設立委員のネットワークを通じた人材の発掘 

(3) エゴンゼンダー社のネットワークを利用した人材の発掘  

 

４. 平成２１年１０月及び平成２２年３月の設立委員会合において、候補者について、個別・

具体的に議論。 

（その間、優先順位の高い候補者について、設立委員による面接等を実施） 

 

５. 平成２２年７月の設立委員会合において、最終決定。 

   

 



                         

平成22年7月9日 
独立行政法人 沖縄科学技術研究基盤整備機構 

 

 
 

- プレスリリース - 
  

沖縄科学技術大学院大学の初代学長予定者に 
ジョナサン・ドーファン博士を決定 

 
 

2012 年度の開学に向けて準備を進めている沖縄科学技術大学院大学の初代学長予定者として、

米国スタンフォード大学において線形加速器センター所長などの要職を歴任し、研究・マネジ

メントの両面で高い評価を得てきたジョナサン・ドーファン博士を決定しました。 
 
この度、沖縄科学技術大学院大学学園設立委員は、国際的に著名な物理学者であり米国 スタンフォー

ド大学が運営する SLAC 国立加速器研究所（旧スタンフォード線形加速器センター）の名誉所長である

ジョナサン・ドーファン博士を 2012 年度開学に向け準備中の沖縄科学技術大学院大学の初代学長予定

者に選出しました。ドーファン博士の学長就任により、同博士の長年にわたる世界トップレベルの研究

所の所長等としてのマネジメント経験と、国際共同プロジェクトを主導してきたリーダーとしての手腕

が、大学院大学にもたらされることになります。   
 

   ドーファン博士は、1976 年に米国カリフォルニア大学アーバイン校にて素粒子物理学に関する研

究で博士号を取得後、スタンフォード大学で 30 年以上にわたって勤めました。1999 年～2007 年に

はスタンフォード線形加速器センター（SLAC）の所長を務め、1,500 名の教職員を統括するととも

に、25 カ国から集まったおよそ 3,000 名の科学者が参画する研究プロジェクトを束ねました。同博

士の卓越したマネジメントの手腕により、かつては主に単一の研究目的のみにしか利用されていな

かった素粒子実験施設を、素粒子物理学に加え、光量子科学や粒子宇宙物理学等あらゆる研究目的

に活用される世界的にも有名な研究施設に生まれ変わらせました。ドーファン博士がディレクター

として主導した SLAC の B Factory での実験は、姉妹施設である高エネルギー加速器研究機構の B-
factory（茨城県つくば市）での実験とともに、益川敏英博士や小林誠博士の理論を実証し、両氏に

2008年ノーベル物理学賞受賞をもたらすとともに、素粒子物理学の発展に貢献しました。 
 
現在、ドーファン博士は、英国のオックスフォード大学及びロンドン大学ロイヤルホロウェイ校、

ドイツのマックスプランク研究所、イスラエルのワイツマン科学研究所等、世界の数多くの著名な

大学・研究機関にアドバイザーや理事等の立場から参画しています。同博士は、これまでのキャリ

アを通じて国際的な科学者との幅広く多様なネットワークを築き、日本の著名な科学者達とも親交

を深めてきました。 
    

この初代学長予定者の選考は 1 年以上をかけて慎重に進められてきました。学術誌やホームペー

ジを通じた公募、設立委員のネットワーク等により、世界中から国籍や性別を問わず、研究・マネ

ジメントの両面で優れた合計 160 名を候補者として抽出し、その中から設立委員による面接等を経

て、最終的にドーファン博士が選ばれました。 
    

設立委員は、今後、ドーファン博士に、世界中の卓越した教員・学生の獲得、カリキュラムの策

定、さらには現在進みつつある世界規模の学術的連携や産業界との連携関係の構築に、大いに貢献

していただけるものと確信しています。また、同博士の地域社会との積極的な交流活動を通じて、

この大学院大学が沖縄の将来の発展に寄与するものとなることを期待しています。 
    

ドーファン博士の略歴については、別紙をご参照ください。 
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沖縄科学技術大学院大学及び独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構について 
沖縄科学技術大学院大学は沖縄科学技術大学院大学学園法に基づき開学準備が進められている新

しい大学院大学で、沖縄において世界最高水準の科学技術に関する教育研究を行い、沖縄の自立的

発展と世界の科学技術の向上に寄与することを目的としています。同法は、大学院大学の自主性と

運営の柔軟性を尊重する観点から、同大学を特別な学校法人により設置されるものとし、また、国

が同大学に対し安定的な支援を行うことができるものとしています。文部科学大臣への学校法人設

立・大学設置の認可申請は平成 23年 3月に行う予定です。 
 

   独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構は、沖縄において卓越した科学技術の研究を行うた

め、また、世界最高水準の国際的な大学院大学を設立する準備のため、平成 17年 9月に設立されま

した。理事長はシドニー・ブレナー博士（2002 年ノーベル生理学・医学賞受賞）です。現在までに

24 の研究ユニット（研究者約 170 名）が発足し、神経科学、分子科学、数学・計算科学、環境科学

の４分野において、学際的な研究活動を展開しています。また、国際ワークショップやコースの開

催など、学生や若手研究者の育成にも力を入れており、これらの取組は国際的にも認知されていま

す。機構は、2012 年秋の大学院大学の開学（学生受入れ）に向け、こうした活動をさらに拡充して

いくこととしています。 

沖縄科学技術大学院大学学園設立委員 
沖縄科学技術大学院大学学園設立委員は、沖縄科学技術大学院大学学園法に基づき、世界最高水

準の大学院大学の実現に向けた設立準備業務を行うものであり、平成 21 年 9 月 1 日に内閣総理大

臣によって以下の 9 名が任命されました。学長の人選は、文部科学大臣への認可申請に必要となる

設立準備のための最重要事項の一つです。 
 
有馬
あ り ま

 朗人
あ き と

 
財団法人日本科学技術振興財団会長、武蔵学園長、 
ヒューマン・フロンティア・サイエンス・プログラム会長 

 
ジェローム・フリードマン 
マサチューセッツ工科大学教授（1990年ノーベル物理学賞受賞） 

 
ティム・ハント 
英国がん研究所主席科学者（2001年ノーベル生理学・医学賞受賞） 

 
金澤
かなざわ

 一郎
いちろう

 
日本学術会議会長、東京大学名誉教授、皇室医務主管 

 
黒川
くろかわ

 清
きよし

 
政策研究大学院大学教授、東京大学名誉教授、 
前内閣特別顧問（科学、技術、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ担当）、前日本学術会議会長 

 
李
り

 遠哲
えんてつ

 
台湾中央研究院名誉会長（1986年ノーベル化学賞受賞） 

 
尚

しょう

 弘子
ひ ろ こ

  
琉球大学名誉教授、元沖縄県副知事 

 
利根川
と ね が わ

 進
すすむ

 
マサチューセッツ工科大学教授（1987年ノーベル生理学・医学賞受賞） 
独立行政法人理化学研究所脳科学総合研究センター長 

 
トーステン・ヴィーゼル 
ロックフェラー大学名誉学長（1981年ノーベル生理学・医学賞受賞） 



 
（別紙） 

 
ジョナサン・ドーファン博士 略歴       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専門:  物理学、加速器科学 
 
学歴: 
1969年    南アフリカケープタウン大学 物理学・応用数学 理学士号取得 
1976年    米国カリフォルニア大学 アーバイン校 素粒子実験物理学 博士号所得 
 
職歴 
1989年-現在 スタンフォード線形加速器センター 教授 
1994-1999年 スタンフォード線形加速器センター 副所長 
1999-2007年 スタンフォード大学 エグゼクティブキャビネットメンバー 
1999-2007年 スタンフォード線形加速器センター 所長 
2007年-現在 SLAC国立加速器センター（スタンフォード線形加速器センター） 名誉所長 
2007 -2008年 スタンフォード大学 学長特別補佐 
 
他の主要なポジション:   
ワイツマン科学研究所（イスラエル）理事 
ワイツマン科学研究所（イスラエル）理事会、科学アドバイザリーコミッティ共同代表 
SuperB計画、マシンアドバイザリーコミッティ（イタリア）代表  
米国 Large Synoptic Space Telescope会社 理事会副代表  
米国物理学会、広報部門パネルメンバー副代表 
英国オックスフォード大学ジョンアダムス加速器科学研究所 ・ロンドン大学ロイヤルホロウェイ校アド

バイザリーボードメンバー 
TRIUMF 国立研究協議会（カナダ）アドバイザリーコミッティメンバー 
独国マックスプランク物理研究所、科学アドバイザリーボードメンバー 
国際リニアコライダー（ILC）国際共同設計チーム（GDE）（多国籍協力プロジェクト）加速器アドバ

イザリーコミッティメンバー 
        
受賞等:   
ドレスデン技術大学（ドイツ）名誉博士号 
ケープタウン大学（南アフリカ）名誉博士号 
ニューヨーク科学アカデミー会員 
米国科学アカデミーフェロー 
米国物理学会フェロー 
 

 
【本件問合せ先】 
独立行政法人 沖縄科学技術研究基盤整備機構 
総務グループ コミュニケーション・広報課 広報担当: 名取 薫 
電話: (代表）098-966-8711  (直通）098-966-2389 FAX：098-966-2152 
E-mail: kaoru.natori@oist.jp OISTウェブサイト: http://www.oist.jp 

 

 
ジョナサン・ドーファン博士 
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